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　　　　おひめさま

おのづかまどかさん

つな引きの

メンバー募集

天水島チームより

　
い
つ
の
大
会
で
も
圧
倒
的
な
強

さ
を
み
せ
て
い
る
”
天
水
島
チ
ー

ム
”
で
、
上
越
・
県
大
会
に
出
場

す
る
た
め
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
出
稼
ぎ
な

ど
で
人
数
が
足
り
な
く
な
る
た
め

で
、
｝
人
で
も
大
勢
で
も
大
歓
迎

す
る
そ
ラ
で
す
。

　
島
チ
ー
ム
は
、
上
部
の
大
会
に

欄
、

』
、
嘩

む
け
練
習
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

（
3
H
・
6
日
・
9
日
と
い
う
よ

う
に
三
日
お
き
に
松
里
小
で
夜
七

時
半
か
ら
）

　
や
っ
て
み
よ
う
と
思
う
方
は
、

練
習
会
場
の
方
へ
行
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
．

連
絡
先
　
大
水
島
　
中
山
さ
ん
ま

　
　
　
で
六
ー
二
七
三
二

憂菰
務

　
　
　
　
　
お　　　　おうち　　　　　　　　しまだこうくん

〆’，循矯勲

、1騒澱．欝幽詣轟

△娯購IIそ暑　ヤ・蒼
　　　お父さんの顔　　　　　　さとうまりえさん

1蹴蕊遜適
灘騨夢毒、漣噂
　　　　くだもの　　　　　やまぎしゆういちくん

厘
塵

▼
九
月
の
で
き
ご
と

1
日
　
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
i
ト
ボ
ー

　
　
　
ル
大
会
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水
稲
共
済
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害
評
価
打
合

せ
会
決
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監
査

臨
時
議
会

人
権
相
談
（
セ
ン
タ
i
）

民
生
委
員
協
議
会

農
業
祭
打
合
せ
会

総
務
民
生
委
員
会

町
温
泉
委
貝
会

九
月
議
会
定
例
会
（
2
9
日

ま
で
）

農
業
委
員
会
総
会

町
民
駅
ハ
伝
大
ム
ム
・
健
康
マ

ヤ
ソ
ン
・
キ
ノ
コ
狩
り
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日H［i日日日
兎
口
露
天
風
呂
オ
ー
プ
ン

消
阻
分
団
長
会
議

出
稼
ぎ
者
リ
ー
ダ
i
会

坂
口
安
吾
文
学
碑
除
幕
式

錦
鯉
品
評
会

松
之
山
農
業
祭

　
忙
し
い
忙
し
い
で
｝
カ
月
が
あ

っ
と
い
う
闇
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
皆
さ
ん
、
農
作
業
の
方
は

い
か
が
で
し
よ
う
か
。
今
年
は
比

較
的
良
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
順
調

に
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
さ
て
、
秋
も
半
ば
と
な
リ
ス
ポ

ー
ッ
、
読
書
、
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン

真
っ
盛
り
と
い
っ
た
所
で
す
。

　
十
月
は
駅
伝
・
農
業
祭
と
行
事

が
盛
り
沢
山
で
す
。
み
ん
な
で
参

劫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

広
報
ま
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の
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ま
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毎
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回
m
日
発
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幻
欄
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松之山町

中学生が湯山神楽を見事に舞う

豊
作
の
喜
び
を
祝
い
あ
う

　
第
六
回
の
松
之
山
町
農
業
祭
が

ト
月
二
十
丘
日
開
催
さ
れ
、
大
勢

の
町
民
や
ふ
る
さ
と
会
員
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
．

　
前
H
ま
で
雨
模
様
の
大
気
で
人

の
出
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当

H
は
、
晴
天
と
ま
で
は
い
か
な
い

も
の
の
ま
ず
ま
ず
の
天
候
で
、
あ

ま
り
気
温
も
下
が
ら
な
か
っ
た
た

め
、
試
食
用
に
用
意
し
た
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
オ
ニ
ギ
リ
（
し
〇
三
。
ハ
ッ

ク
）
モ
チ
（
し
四
〇
パ
ッ
ク
）
ゾ

バ
（
三
三
几
。
ハ
ッ
ク
）
妙
高
高
原

早
生
の
オ
ニ
ギ
リ
ニ
ニ
O
。
ハ
ッ

ク
）
が
足
り
な
い
ほ
ど
の
人
の
人

り
で
し
た
。
た
だ
、
前
日
行
わ
れ

た
錦
鯉
の
品
評
会
は
、
雨
の
中
で

の
開
催
と
な
り
気
の
毒
で
し
た
。

寒
い
中
で
の
品
評
会
で
し
た
が
、

養
鯉
家
の
皆
さ
ん
の
熱
意
で
素
晴

ら
し
い
錦
鯉
が
沢
山
育
っ
て
い
ま

し
た
．

　
当
日
の
農
業
祭
で
は
、
今
年
初

め
て
即
売
し
た
特
産
漬
物
、
あ
ん

ぼ
も
順
調
な
売
れ
ゆ
き
で
、
商
品

化
へ
の
白
信
に
つ
な
が
っ
た
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

　
高
齢
者
特
産
品
、
ポ
ン
菓
子
・

最
優
秀
賞

「
米
収
量
の
部
」

「
米
代
金
の
部
」

　
六
十
三
人
の
方
が
参
加
し
た
第

四
回
良
質
米
安
定
多
収
穫
共
励
会

で
は
、
昨
年
を
上
回
る
立
派
な
成

績
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
全
国
的
に
豊
作
で
過
剰

米
の
心
配
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

農
家
に
と
っ
て
豊
作
は
大
変
う
れ 天

水
越

上
之
山

孤晶＆

共励会の表彰式

　
　
佐
藤
キ
ク
さ
ん

　
　
畔
上
勝
治
さ
ん

し
い
こ
と
で
、
今
回
の
共
励
会
で

も
米
収
量
の
部
で
最
優
秀
賞
と
な

っ
た
佐
藤
さ
ん
の
、
－
「
ア
ー
ル
当

た
り
八
二
一
キ
ロ
は
過
去
に
な
い

大
記
録
で
し
た
。
実
に
一
反
歩
卜

四
俵
近
い
収
最
を
あ
げ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
．

　
米
代
金
の
部
は
、
」
之
山
の
畔

上
勝
治
さ
ん
が
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
十

ア
ー
ル
当
た
り
二
六
万
し
毛
八
百

二
卜
五
円
で
、
最
優
秀
賞
と
な
り

ま
し
た
．

　
ま
た
今
年
か
ら
優
良
農
家
の
表

彰
が
行
わ
れ
、
第
一
号
と
し
て
上

鰍
池
の
重
野
久
平
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
重
野
さ
ん
は
早
く
か
ら

山
菜
栽
培
に
取
り
組
み
、
ウ
ド
・

ゼ
ン
マ
イ
・
フ
キ
・
ミ
ズ
ナ
な
ど

現
在
の
山
菜
栽
培
ブ
ー
ム
の
先
駆

者
的
存
在
の
入
で
、
し
ト
五
歳
の

高
齢
で
あ
り
な
が
ら
、
今
も
情
熱

を
も
っ
て
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い

る
努
力
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

除
雨
、
機
械
な
ど
に
も
多
く
の
人
が

集
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
人
気
が

高
か
っ
た
の
は
新
鮮
野
菜
の
即
売

所
で
し
た
。
朝
早
く
か
ら
良
い
物

を
買
お
う
と
人
の
列
が
出
来
、
瓦

時
頃
に
は
品
切
れ
に
な
る
野
菜
も

あ
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
都
会
の

ス
㌧
ハ
i
並
み
と
い
っ
た
所
で
し

　
　
じ
　
む

よ
う
カ

　
こ
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
二
階
に

は
「
伝
え
て
い
き
た
い
わ
が
家
の

味
と
香
り
し
展
が
開
か
れ
、
町
内

の
奥
さ
ん
方
が
創
意
工
夫
し
た
四

十
四
点
の
料
理
が
生
け
花
と
共
に

　蘇

展
．
小
さ
れ
て
お
り
、
試
食
も
出
来

る
と
あ
っ
て
大
変
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
出
品
展
の
う
ち
κ

点
が
、
八
ー
年
度
の
奨
励
賞
に
選
ば

置
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
祭
と
同
時
に
開
か
れ
て
い

た
町
美
術
作
品
展
も
、
郡
美
術
展

に
出
品
さ
れ
た
作
品
を
中
心
に
多

く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
人
々
の

関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
休
育
館
で
は
芸
能
祭
が
行
わ
れ
、

水
梨
伝
統
芸
能
保
存
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
三
番
斐
を
皮
切
り
に
、
午

後
三
時
頃
ま
で
歌
や
踊
り
、
劇
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
毎
年
熱
演
を
披
露
し
て
く
れ
た

上
川
手
歌
舞
伎
が
役
者
の
都
合
で

　
雨
に
降
ら
れ
た
H
…
評
会
で
し
た

が
、
出
品
さ
れ
た
一
一
四
点
は
ど

れ
を
見
て
も
甲
乙
つ
け
が
た
い
鯉

ば
か
り
で
し
た
。
泳
ぐ
宝
石
と
い

わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
美
し
い
も

の
で
す
ね
．

　
各
部
門
の
人
賞
者
は
、
次
の
通

り
で
す
。

▽
総
八
・
優
賞

　
「
紅
白
」
　
　
　
樋
目
　
ヨ
シ

▽
総
八
継
優
賞

　
「
昭
和
三
色
」
　
丸
山
　
定
一

▽
ジ
ャ
ン
ボ
賞

　
「
紅
白
」
　
　
　
樋
ロ
　
ヨ
ノ

泳ぐ宝石「錦　鯉」

ふる里の味“七菜漬““山菜ミックス“も

好評でした。

▼多くの人で賑わった新鮮野菜売場

今
年
は
上
演
さ
れ
ず
、
残
念
が
る

人
も
沢
山
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

松
之
山
中
学
校
の
生
徒
が
ニ
カ
月

か
け
て
練
習
し
た
と
い
う
、
郷
土

芸
能
伝
承
劇
「
湯
山
神
楽
」
が
最

後
に
演
じ
ら
れ
る
と
、
そ
の
出
来

ば
え
の
良
さ
に
惜
し
み
な
い
拍
ヂ

が
憎
ら
れ
ま
し
た
。

　
豊
作
の
年
に
ふ
さ
わ
し
い
農
業

祭
で
し
た
．
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伝えてゆきたいわが家の味と香り展

「
伝
え
て
い
き
た
い

わ
が
家
の
味
と
香
り
」

▽
奨
励
賞
受
賞
者

夏
醤
油
の
実
」

　
小
谷
　
　
福
原
ハ
ル
チ
さ
ん

「
福
々
漬
」

　
天
水
越
　
佐
藤
カ
ズ
エ
さ
ん

「
山
菜
の
か
ら
し
漬
・
山
ウ
ド
の

　
カ
ラ
、
、
、
」

　
天
水
越
　
佐
藤
　
民
チ
さ
ん

「
玄
米
カ
リ
ン
ト
」

　
中
疏
山
　
黒
坂
み
す
ず
さ
ん

「
い
も
く
き
の
つ
く
だ
煮
」

　
西
之
前
　
南
雲
　
、
、
、
ヨ
さ
ん
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㌧
ハ
i
並
み
と
い
っ
た
所
で
し

　
　
じ
　
む

よ
う
カ

　
こ
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
二
階
に

は
「
伝
え
て
い
き
た
い
わ
が
家
の

味
と
香
り
し
展
が
開
か
れ
、
町
内

の
奥
さ
ん
方
が
創
意
工
夫
し
た
四

十
四
点
の
料
理
が
生
け
花
と
共
に

　蘇

展
．
小
さ
れ
て
お
り
、
試
食
も
出
来

る
と
あ
っ
て
大
変
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
出
品
展
の
う
ち
κ

点
が
、
八
ー
年
度
の
奨
励
賞
に
選
ば

置
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
祭
と
同
時
に
開
か
れ
て
い

た
町
美
術
作
品
展
も
、
郡
美
術
展

に
出
品
さ
れ
た
作
品
を
中
心
に
多

く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
人
々
の

関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
休
育
館
で
は
芸
能
祭
が
行
わ
れ
、

水
梨
伝
統
芸
能
保
存
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
三
番
斐
を
皮
切
り
に
、
午

後
三
時
頃
ま
で
歌
や
踊
り
、
劇
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
毎
年
熱
演
を
披
露
し
て
く
れ
た

上
川
手
歌
舞
伎
が
役
者
の
都
合
で

　
雨
に
降
ら
れ
た
H
…
評
会
で
し
た

が
、
出
品
さ
れ
た
一
一
四
点
は
ど

れ
を
見
て
も
甲
乙
つ
け
が
た
い
鯉

ば
か
り
で
し
た
。
泳
ぐ
宝
石
と
い

わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
美
し
い
も

の
で
す
ね
．

　
各
部
門
の
人
賞
者
は
、
次
の
通

り
で
す
。

▽
総
八
・
優
賞

　
「
紅
白
」
　
　
　
樋
目
　
ヨ
シ

▽
総
八
継
優
賞

　
「
昭
和
三
色
」
　
丸
山
　
定
一

▽
ジ
ャ
ン
ボ
賞

　
「
紅
白
」
　
　
　
樋
ロ
　
ヨ
ノ

泳ぐ宝石「錦　鯉」

ふる里の味“七菜漬““山菜ミックス“も

好評でした。

▼多くの人で賑わった新鮮野菜売場

今
年
は
上
演
さ
れ
ず
、
残
念
が
る

人
も
沢
山
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

松
之
山
中
学
校
の
生
徒
が
ニ
カ
月

か
け
て
練
習
し
た
と
い
う
、
郷
土

芸
能
伝
承
劇
「
湯
山
神
楽
」
が
最

後
に
演
じ
ら
れ
る
と
、
そ
の
出
来

ば
え
の
良
さ
に
惜
し
み
な
い
拍
ヂ

が
憎
ら
れ
ま
し
た
。

　
豊
作
の
年
に
ふ
さ
わ
し
い
農
業

祭
で
し
た
．

　▽　　▽　　▽　　▽　　▽各
｛憂　’L優　1几1優　三優　　1乎憂一・部

勝部勝部勝吝1～勝部勝部嬢
1＿　r＿・一｝一　r…　 ・一員
糸L　レしi糸L　レし1糸i二7こ　糸L　．1　糸11　1一

白卜白1一白1一白卜lfl八
L症LκL’［L八1‘セ
　セ　　 セ　　 セ　　 セ　　 ン

高ン樋ン樋ン樋ン樋チ
橋チIIチロチ目チロ未・r未　 未　未　 未　満
八満・暑満・卜lll！旨ヨ満’卜）

郎）雄）雄）シ）雄

伝えてゆきたいわが家の味と香り展

「
伝
え
て
い
き
た
い

わ
が
家
の
味
と
香
り
」

▽
奨
励
賞
受
賞
者

夏
醤
油
の
実
」

　
小
谷
　
　
福
原
ハ
ル
チ
さ
ん

「
福
々
漬
」

　
天
水
越
　
佐
藤
カ
ズ
エ
さ
ん

「
山
菜
の
か
ら
し
漬
・
山
ウ
ド
の

　
カ
ラ
、
、
、
」

　
天
水
越
　
佐
藤
　
民
チ
さ
ん

「
玄
米
カ
リ
ン
ト
」

　
中
疏
山
　
黒
坂
み
す
ず
さ
ん

「
い
も
く
き
の
つ
く
だ
煮
」

　
西
之
前
　
南
雲
　
、
、
、
ヨ
さ
ん
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松
里
強
し
、

　
　
　
　
　
　
第
六
回

　
第
六
回
松
之
山
町
駅
伝
大
会
が

十
月
十
日
の
体
育
の
日
に
行
わ
れ
、

松
里
A
チ
ー
ム
が
一
時
問
十
五
分

三
＋
一
秒
の
タ
イ
ム
で
優
勝
し
ま

し
た
。

　
松
里
A
チ
ー
ム
は
今
回
の
優
勝

　　　　　一》　　　　漣ワ
嫡大象．緬蛆

六
連
覇
達
成
！

駅
伝
大
会

で
、
第
一
回
大
会
か
ら
連
続
六
同
ト
ッ
プ
で

ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
事
と
な
り
、
そ
の
圧
倒
的

な
強
さ
に
は
、
他
チ
ー
ム
を
寄
せ
付
け
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
二
位
に
は
浦
田
A
チ
ー
ム
が
人
り
、
以
下
、

三
位
松
之
山
A
・
四
位
、
松
里
B
・
五
位
、
浦
田

B
・
六
位
、
三
省
・
し
位
、
布
川
A
・
八
位
、
松
之

山
B
と
い
う
成
績
で
し
た
。

　
　
　
　
　
去
年
と
同
じ
コ
ー
ス
を
使
っ

　
　
　
　
こ
の
大
会
、

　
　
　
　
更
新
す
る
区
間
が
四
つ
出
ま
し
た
。

　
　
　
　
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

終始トップの松里Aチーム

　
ノ
聲

・
血
．
　
・
覧
噌

11

藪

ぎ
」隆むら

蒙辱、

嘉
『　’量

『．

蟹
〆ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
行
わ
れ
た

　
　
　
　
全
＋
二
区
闘
で
過
去
の
記
録
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、

全
休
的
に
は
去
年
よ
り
記
録
が
相
当
悪
く
な

　
ま
た
　
今
回
の
大
会
に

家
四
人
で
参
加

し
て
く
れ
た
浦
田
曽
根
部
落
の
本
山
久
さ
ん

し曳醍

健康マラソンには370人が参加

家
族
に
、
協
会
か
ら
特
別
表
彰
が

贈
ら
れ
ま
し
た
．

　
駅
伝
大
会
終
．
～
後
行
わ
れ
た
第

三
回
健
康
マ
ラ
ゾ
ン
に
は
、
幼
児

か
ら
大
人
ま
で
三
し
O
人
が
参
加

し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
回

を
屯
ね
る
た
び
に
参
加
者
が
増
え
、

主
催
側
は
そ
の
対
応
に
う
れ
し
い

悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
秋
晴
れ
の
す
ば
ら
し
い
入
候
の

巾
、
記
録
を
目
差
し
て
走
る
人
、

親
チ
で
楽
し
み
な
が
ら
走
る
人
と

様
々
で
し
た
が
、
み
ん
な
気
持
ち

の
良
い
汗
を
か
い
た
よ
う
で
し
た
．

　
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

駅
伝
大
会
成
績
表

ぞヤ

121110987654321　　 87654こ321区区区区区区区区区［メニ区区区位位位位位｛、ン1位位

糠柵齢騰鼎llll押勤樹、「1㌣贈、1灘鐘
保，1、享嫉　ll罵犠轟優1いABB贈Aロ
彦紀史男勉久蔓一一一一一勝　　　　　　 成

＿＿＿＿＿＿＿　准公イ1∫　杉｝　　llllll11時鰍縫，，，，illl”盟”憲者ゴ72冨52捻、2る、ゑ、』ウ〉績

ABA山　　A））））））　）　）　 A　 ）　）　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35　15　14　53　51　｝4　（）〔）　31　不少

846752437677ウ〉
56　54　36　38　27　51　52　45　16　59　1528不少

（5）まつのやま

「
十
日
町
市
・
魚
沼
・
東
頸
城
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ゾ
ー
ト
構
想
」

　
　
　
　
　
　
　
の
名
称
公
募
に
つ
い
て

　
先
般
、
十
日
町
市
・
魚
沼
・
東

頸
城
地
域
（
十
四
市
町
村
）
が
県

の
「
リ
ゾ
i
卜
特
定
地
域
」
と
し

て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

国
の
承
認
を
受
け
る
べ
く
、
県
と

関
係
市
町
村
、
住
民
が
一
体
と
な

っ
た
運
動
を
進
め
て
行
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
地
域
が
日

本
全
国
の
中
で
も
、
有
数
の
リ
ゾ

臥
ト
地
と
し
て
親
し
ま
れ
る
開
発

を
目
ざ
す
為
、
リ
ゾ
ー
ト
地
の
名

称
を
次
の
要
項
に
よ
り
募
集
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
．

一
、
名
称

　
十
日
町
市
・
．
魚
沼
・
東
頸
城
地

域
の
自
然
・
地
域
的
イ
メ
ー
ジ
名

生
か
し
た
名
称
。
（
滋
賀
県
で
は
、

「
リ
ゾ
ー
ト
ネ
ッ
ク
ス
構
想
」
　
・

徳
島
県
で
は
、
　
「
ヒ
ユ
ー
マ
ン
’

リ
ゾ
i
卜
徳
島
の
海
と
森
構
想
」
。

三
重
県
で
は
、
　
「
三
重
サ
ン
ベ
ル

ト
ゾ
ー
ン
」
等
）

二
、
応
募
要
件

　
①
＋
日
町
市
・
中
魚
沼
（
川
西

　
　
町
、
津
南
町
、
中
里
村
）
・

　
　
北
魚
沼
（
川
口
町
、
堀
之
内

　
　
町
、
小
出
町
）
南
魚
沼
（
塩

　
　
沢
町
、
六
日
町
、
大
和
町
）
、

　
　
東
頸
城
（
安
塚
町
、
松
代
町
、

　
　
松
之
山
町
、
大
島
村
）
に
住

　
　
所
の
あ
る
人
．

　
②
］
人
い
く
つ
で
も
可
。

　
③
官
製
は
が
き
一
枚
に
名
称
ひ

　
　
と
つ
と
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　
　
電
話
番
号
を
お
書
き
く
だ
さ

　
　
い
．

三
、
応
募
締
切
　
十
一
月
二
十
目

（
金
）

四
、
応
募
先
　
〒
九
四
八
　
十
日

町
市
千
歳
町
三
ノ
三
　
十
日
町
市

役
所
　
総
務
部
企
画
財
政
課
　
企

画
調
整
係
宛

五
、
賞
金
　
入
選
】
点
二
万
円
、

佳
作
二
点
五
千
円
（
一
点
に
つ
き
）

六
、
そ
の
他
　
同
名
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
し
ま
す
。

新潟県克雪総合普及展

「里の雪トピアフェア」

11月14・15日

　
「
ゆ
き
・
越
後
の
冬
を
快
適
に
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
県
克
壁
露
総
合
普

及
展
が
、
十
一
月
十
四
・
十
五
H

の
二
日
問
、
長
岡
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
。雪

を
知
り
、
壁
，
と
親
し
み
、
索
，

を
克
服
す
る
た
め
に
、
行
政
と
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
雪
に
強
い
郷

土
づ
く
り
を
め
ざ
そ
う
と
い
う
も

の
で
す
．

　
主
な
内
容
と
会
場
は
、

▽
長
岡
厚
生
会
館
で
、
専
門
家
に

つ好最1※　　▽　　 ▽
て0）新県曜記長展克長・技よ
見機情内午念岡示雪岡術る
て会報外後講文（）住二等克
く　で　・　に　だ演化　　　宅　ユ　0）雪

だす技おけ　’会　　’1展相
さの術け）研館　大タ示談い　で　を　る　　　究　　　　　型　ウ　　o　。

Q’得雪　発　　 除ン　 克　是らに　　・表・　　　づ『　　　’雪

　非れ対・。機’　　’るす　＿　　械　　利
　イf糸色る　 ｛二　　〇）　　 ’雪

ご存知ですか！

届出による日本国籍の取得

　
国
籍
法
が
改
正
さ
れ
、
昭
和
六

十
年
一
月
一
日
か
ら
H
本
人
の
子

で
一
定
の
条
件
を
備
え
る
外
国
人

は
、
法
務
大
臣
へ
届
け
出
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
H
本
国
籍
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
り

　
そ
の
う
ち
、
改
正
法
施
行
前
に

外
国
人
父
と
日
本
人
母
と
の
問
に

生
ま
れ
た
子
の
、
国
籍
取
得
に
必

要
な
条
件
な
ど
は
、
次
の
と
お
り

で
す
．

▽
届
出
で
き
る
条
件

O
　
昭
和
四
十
年
一
月
一
日
か
ら

　
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
三
十
一

　
H
ま
で
に
生
ま
れ
た
こ
と
。

⇒
、
日
本
国
民
で
あ
っ
た
こ
と
が

　
な
い
こ
と
．

0
、
出
生
の
時
に
母
が
H
本
国
民

　
で
あ
っ
た
こ
と
。

㈲
、
現
に
母
が
日
本
国
民
で
あ
る

　
こ
と
。

▽
届
出
で
き
る
期
間

　
昭
和
六
卜
二
年
卜
二
月
三
十
一

　
日
ま
で
．

▽
届
出
先

　
法
務
局
　
　
（
詳
し
い
こ
と
は
次

　
の
所
へ
）

　
上
越
市
大
字
木
田
三
〇
八
ー
一

　
新
潟
地
方
法
務
局
L
越
支
局
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の
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に
行
わ
れ
、

松
里
A
チ
ー
ム
が
一
時
問
十
五
分

三
＋
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の
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。
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A
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回
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で
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は
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こ
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更
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間
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。

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

終始トップの松里Aチーム

　
ノ
聲

・
血
．
　
・
覧
噌

11

藪

ぎ
」隆むら

蒙辱、

嘉
『　’量

『．

蟹
〆ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
行
わ
れ
た

　
　
　
　
全
＋
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し
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し
、

全
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に
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録
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た
　
今
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は
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ま
で
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が
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に
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え
、
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催
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の
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に
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し
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を
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ま
す
。

　
秋
晴
れ
の
す
ば
ら
し
い
入
候
の

巾
、
記
録
を
目
差
し
て
走
る
人
、

親
チ
で
楽
し
み
な
が
ら
走
る
人
と

様
々
で
し
た
が
、
み
ん
な
気
持
ち

の
良
い
汗
を
か
い
た
よ
う
で
し
た
．

　
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

駅
伝
大
会
成
績
表

ぞヤ
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（5）まつのやま

「
十
日
町
市
・
魚
沼
・
東
頸
城
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ゾ
ー
ト
構
想
」

　
　
　
　
　
　
　
の
名
称
公
募
に
つ
い
て

　
先
般
、
十
日
町
市
・
魚
沼
・
東

頸
城
地
域
（
十
四
市
町
村
）
が
県

の
「
リ
ゾ
i
卜
特
定
地
域
」
と
し

て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

国
の
承
認
を
受
け
る
べ
く
、
県
と

関
係
市
町
村
、
住
民
が
一
体
と
な

っ
た
運
動
を
進
め
て
行
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
地
域
が
日

本
全
国
の
中
で
も
、
有
数
の
リ
ゾ

臥
ト
地
と
し
て
親
し
ま
れ
る
開
発

を
目
ざ
す
為
、
リ
ゾ
ー
ト
地
の
名

称
を
次
の
要
項
に
よ
り
募
集
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
．

一
、
名
称

　
十
日
町
市
・
．
魚
沼
・
東
頸
城
地

域
の
自
然
・
地
域
的
イ
メ
ー
ジ
名

生
か
し
た
名
称
。
（
滋
賀
県
で
は
、

「
リ
ゾ
ー
ト
ネ
ッ
ク
ス
構
想
」
　
・

徳
島
県
で
は
、
　
「
ヒ
ユ
ー
マ
ン
’

リ
ゾ
i
卜
徳
島
の
海
と
森
構
想
」
。

三
重
県
で
は
、
　
「
三
重
サ
ン
ベ
ル

ト
ゾ
ー
ン
」
等
）

二
、
応
募
要
件

　
①
＋
日
町
市
・
中
魚
沼
（
川
西

　
　
町
、
津
南
町
、
中
里
村
）
・

　
　
北
魚
沼
（
川
口
町
、
堀
之
内

　
　
町
、
小
出
町
）
南
魚
沼
（
塩

　
　
沢
町
、
六
日
町
、
大
和
町
）
、

　
　
東
頸
城
（
安
塚
町
、
松
代
町
、

　
　
松
之
山
町
、
大
島
村
）
に
住

　
　
所
の
あ
る
人
．

　
②
］
人
い
く
つ
で
も
可
。

　
③
官
製
は
が
き
一
枚
に
名
称
ひ

　
　
と
つ
と
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　
　
電
話
番
号
を
お
書
き
く
だ
さ

　
　
い
．

三
、
応
募
締
切
　
十
一
月
二
十
目

（
金
）

四
、
応
募
先
　
〒
九
四
八
　
十
日

町
市
千
歳
町
三
ノ
三
　
十
日
町
市

役
所
　
総
務
部
企
画
財
政
課
　
企

画
調
整
係
宛

五
、
賞
金
　
入
選
】
点
二
万
円
、

佳
作
二
点
五
千
円
（
一
点
に
つ
き
）

六
、
そ
の
他
　
同
名
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
し
ま
す
。

新潟県克雪総合普及展

「里の雪トピアフェア」

11月14・15日

　
「
ゆ
き
・
越
後
の
冬
を
快
適
に
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
県
克
壁
露
総
合
普

及
展
が
、
十
一
月
十
四
・
十
五
H

の
二
日
問
、
長
岡
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
。雪

を
知
り
、
壁
，
と
親
し
み
、
索
，

を
克
服
す
る
た
め
に
、
行
政
と
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
雪
に
強
い
郷

土
づ
く
り
を
め
ざ
そ
う
と
い
う
も

の
で
す
．

　
主
な
内
容
と
会
場
は
、

▽
長
岡
厚
生
会
館
で
、
専
門
家
に

つ好最1※　　▽　　 ▽
て0）新県曜記長展克長・技よ
見機情内午念岡示雪岡術る
て会報外後講文（）住二等克
く　で　・　に　だ演化　　　宅　ユ　0）雪

だす技おけ　’会　　’1展相
さの術け）研館　大タ示談い　で　を　る　　　究　　　　　型　ウ　　o　。

Q’得雪　発　　 除ン　 克　是らに　　・表・　　　づ『　　　’雪

　非れ対・。機’　　’るす　＿　　械　　利
　イf糸色る　 ｛二　　〇）　　 ’雪

ご存知ですか！

届出による日本国籍の取得

　
国
籍
法
が
改
正
さ
れ
、
昭
和
六

十
年
一
月
一
日
か
ら
H
本
人
の
子

で
一
定
の
条
件
を
備
え
る
外
国
人

は
、
法
務
大
臣
へ
届
け
出
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
H
本
国
籍
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
り

　
そ
の
う
ち
、
改
正
法
施
行
前
に

外
国
人
父
と
日
本
人
母
と
の
問
に

生
ま
れ
た
子
の
、
国
籍
取
得
に
必

要
な
条
件
な
ど
は
、
次
の
と
お
り

で
す
．

▽
届
出
で
き
る
条
件

O
　
昭
和
四
十
年
一
月
一
日
か
ら

　
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
三
十
一

　
H
ま
で
に
生
ま
れ
た
こ
と
。

⇒
、
日
本
国
民
で
あ
っ
た
こ
と
が

　
な
い
こ
と
．

0
、
出
生
の
時
に
母
が
H
本
国
民

　
で
あ
っ
た
こ
と
。

㈲
、
現
に
母
が
日
本
国
民
で
あ
る

　
こ
と
。

▽
届
出
で
き
る
期
間

　
昭
和
六
卜
二
年
卜
二
月
三
十
一

　
日
ま
で
．

▽
届
出
先

　
法
務
局
　
　
（
詳
し
い
こ
と
は
次

　
の
所
へ
）

　
上
越
市
大
字
木
田
三
〇
八
ー
一

　
新
潟
地
方
法
務
局
L
越
支
局
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第6回東頸城郡美術展

が郡展賞に！
田辺誠二氏（書道）

啓氏（彫塑）

　
今
年
で
第
六
回
目
を
迎
え
た
、

東
頸
城
郡
美
術
展
が
大
島
村
新
堀

芸
術
学
院
の
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

郡
内
各
地
か
ら
絵
画
・
書
道
・
写

真
・
彫
塑
工
芸
部
門
に
二
百
十
一

点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　
松
之
山
か
ら
は
、
二
十
五
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
が
、
写
真
部

門
に
は
一
点
の
出
品
も
な
く
残
念

で
し
た
。
し
か
し
、
他
の
三
部
門

で
は
、
郡
展
賞
が
二
人
、
奨
励
賞

に
五
人
が
選
ば
れ
る
な
ど
レ
ベ
ル

　
　
　
郡
展
賞
「
立
　
像
」
　
大
塚

の
高
い
作
品
が
多
く
出
品
さ
れ
ま

し
た
。

　
郡
展
賞
に
な
ら
れ
た
方
は
、
彫

塑
・
工
芸
部
門
で
大
塚
啓
さ
ん
（
松

之
山
中
教
諭
）
が
二
年
連
続
で
受

賞
さ
れ
た
ほ
か
、
書
道
部
門
で
田

辺
誠
二
さ
ん
（
松
口
）
が
、
去
年

の
奨
励
賞
に
引
き
続
き
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　
奨
励
賞
に
は
、
絵
画
部
門
、
で
猪

俣
栄
二
さ
ん
（
松
之
山
）
、
草
村

慶
子
さ
ん
（
揚
山
）
が
。
彫
塑
・

啓

工
芸
部
門
で
丸
山
寅
吉
さ
ん
（
小

谷
）
、
書
道
部
門
で
山
岸
市
松
さ

ん
（
新
山
）
、
羽
竜
時
夫
さ
ん
（
小

谷
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
版
、
』
ざ
い
ま
す
。

　
尚
、
郡
展
に
出
品
さ
れ
た
作
品

は
、
十
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六

日
ま
で
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で

展
示
さ
れ
、
農
業
祭
な
ど
で
来
ら

れ
た
多
く
の
方
の
目
を
集
め
て
い

ま
し
た
．

奨
励
賞
「
桃
花
馬
」
　
山
岸
市
松

各
部
門
受
賞
者

▽
書
道

郡
展
賞

奨
励
賞

▽
彫
塑
・

郡
展
賞

奨
励
賞

▽
絵
画

奨
励
賞

田
辺
誠
一
一

山
岸
市
松

羽
竜
時
夫

工
芸大
塚
啓

丸
山
寅
士
・

猪
俣
栄
一
一

草
村
慶
子

（
松
口
）

（
新
山
）

（
小
谷
）

（
松
之
山
）

（
小
谷
）

（
松
之
山
）

（
湯
山
）

郡展賞「日本刀の歌」田辺誠二

峯
，
蚤
琢
嚢
ゑ
、
驚
誓
纂
冗

主
・
偽
髪
嘉
義
庵
。
な
寡
．
義
む
ヌ

大塚

希厳乳1一爽媒《簿歎鼠
ぺ撚駄ぺ潮へ輿蝿
織轡榛婦俗・好く甑
沸受鹸醐粟糖堕寧i倉期
訟，r些賄・峰簑茜湊ツ尺
釈職∫・幽爆歳偵マ、鋤
瀦r瞥’駕販偵，鴎負一迦
醐文激掛竃暫・涙r野
憾．歳或聯・マ，帳ム畏無嬬、

彊ユ渡鞘・資詞甑縮鞠
淘蝋r富蒲ま！．樽．養鑑
ぜ町換蟹鯵厭凶嵐犠
躍．餓蕊敦磯偲欝瑛
癒一繊ゆ・灘．濃働黄嚇
　塊禽掘賢《㊥帆募滋簿改即鵬卿易
匂k．

涙玖命鞭簡蕊鏑」蓮
畿清澱轡輿次鈴出
鼻筋駿へ冒ん摂．麟
　換㌃薪亀擢』‘畠・蜘湊、
　逓，構猿』し鍍燗『鱒
　諌弊D茜蔑帽』越

奨
励
賞
「
従
軍
行
」
　
羽
竜
時
夫

哨
～
壕
．
會
秩
壌
雪
豊

惨

伶
歓
覇
炎
商
④
害

隻
界
、
餐
窒
尋
ユ
属
笑
ろ

奨
励
賞
「
お
こ
そ
頭
巾
」
　
丸
山
寅
吉　

　
　
　
一
一

　
　
」
　
栄

　
　
春
　
俣

　
　
　
　
猪

賞
　
呼

励
　
「

奨▲

出
稼
ぎ
さ
れ
る
方
は
要
注
意
！

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
（
二

十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
）
は
、
国

民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
（
第

一
号
被
保
険
者
…
農
・
林
・
漁
業

や
自
営
業
の
方
な
ど
。
第
二
号
は

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
）

と
な
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
出
稼
ぎ
に
出
ら
れ
た
お
父
さ
ん

が
会
社
の
厚
生
年
金
に
加
入
す
る

と
、
そ
の
奥
さ
ん
は
第
三
号
被
保

険
者
と
な
り
、
手
続
き
を
キ
チ
ン

と
す
れ
ば
保
険
料
を
納
め
る
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の

期
間
の
保
険
料
は
、
だ
ん
な
さ
ん

の
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
が
ま

と
め
て
負
担
し
て
い
ま
す
の
で
、

心
配
い
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
第
三
号
被
保
険
者
と
い
う

の
は
、
主
婦
専
業
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
さ
ん
な
ど
に
も
、
独
自
の

年
金
（
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎

年
金
）
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
新

し
く
設
け
ら
れ
た
し
く
み
、
で
す
が
、

届
出
を
し
な
い
で
い
る
と
被
保
険

者
期
問
と
し
て
認
め
ら
れ
ず
、
せ

っ
か
く
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
、
む
だ
な
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼奨励賞

　　「山ゆり」

　　　　草村慶子

臨璽
　1、　へ　　　　　’　噛
　の’●　　　　　9，
　　）　　r》　　　｛
　　O　　　　o　　　、4

町のために役立ててと

500万円を寄付

㈱高橋組
　
こ
の
ほ
ど
、
株
式
会
社
「
高
橋

組
」
さ
ん
か
ら
松
之
山
町
に
対
し

て
、
五
〇
〇
万
円
の
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
高
橋
組
さ
ん
が
今
年
、

会
社
創
設
二
十
五
周
年
を
迎
え
、

こ
れ
を
記
△
・
心
し
て
、
町
の
た
め
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
の
願
い
か
．
ら

寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
寄
付
を
受
け
て
、

社
会
福
祉
協
議
会
（
豪
雪
基
金
）

に
三
〇
〇
万
円
。
松
之
山
小
学
校

改
築
委
員
会
補
助
金
と
し
て
、
二

〇
〇
万
円
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
変
あ
り
が
と
う
㌔
、
｝
ざ
い
ま
し

た
。
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）
が
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去
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に
引
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受
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に
は
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絵
画
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門
、
で
猪

俣
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さ
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松
之
山
）
、
草
村
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子
さ
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揚
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が
。
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啓
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で
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さ
ん
（
小

谷
）
、
書
道
部
門
で
山
岸
市
松
さ

ん
（
新
山
）
、
羽
竜
時
夫
さ
ん
（
小

谷
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
版
、
』
ざ
い
ま
す
。

　
尚
、
郡
展
に
出
品
さ
れ
た
作
品

は
、
十
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六

日
ま
で
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で

展
示
さ
れ
、
農
業
祭
な
ど
で
来
ら

れ
た
多
く
の
方
の
目
を
集
め
て
い

ま
し
た
．

奨
励
賞
「
桃
花
馬
」
　
山
岸
市
松

各
部
門
受
賞
者

▽
書
道

郡
展
賞

奨
励
賞

▽
彫
塑
・

郡
展
賞

奨
励
賞

▽
絵
画

奨
励
賞

田
辺
誠
一
一

山
岸
市
松

羽
竜
時
夫

工
芸大
塚
啓

丸
山
寅
士
・

猪
俣
栄
一
一

草
村
慶
子

（
松
口
）

（
新
山
）

（
小
谷
）

（
松
之
山
）

（
小
谷
）

（
松
之
山
）

（
湯
山
）

郡展賞「日本刀の歌」田辺誠二

峯
，
蚤
琢
嚢
ゑ
、
驚
誓
纂
冗

主
・
偽
髪
嘉
義
庵
。
な
寡
．
義
む
ヌ

大塚
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奨
励
賞
「
従
軍
行
」
　
羽
竜
時
夫

哨
～
壕
．
會
秩
壌
雪
豊

惨

伶
歓
覇
炎
商
④
害

隻
界
、
餐
窒
尋
ユ
属
笑
ろ

奨
励
賞
「
お
こ
そ
頭
巾
」
　
丸
山
寅
吉　

　
　
　
一
一

　
　
」
　
栄

　
　
春
　
俣

　
　
　
　
猪

賞
　
呼

励
　
「

奨▲

出
稼
ぎ
さ
れ
る
方
は
要
注
意
！

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
（
二

十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
）
は
、
国

民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
（
第

一
号
被
保
険
者
…
農
・
林
・
漁
業

や
自
営
業
の
方
な
ど
。
第
二
号
は

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
）

と
な
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
出
稼
ぎ
に
出
ら
れ
た
お
父
さ
ん

が
会
社
の
厚
生
年
金
に
加
入
す
る

と
、
そ
の
奥
さ
ん
は
第
三
号
被
保

険
者
と
な
り
、
手
続
き
を
キ
チ
ン

と
す
れ
ば
保
険
料
を
納
め
る
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の

期
間
の
保
険
料
は
、
だ
ん
な
さ
ん

の
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
が
ま

と
め
て
負
担
し
て
い
ま
す
の
で
、

心
配
い
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
第
三
号
被
保
険
者
と
い
う

の
は
、
主
婦
専
業
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
さ
ん
な
ど
に
も
、
独
自
の

年
金
（
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎

年
金
）
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
新

し
く
設
け
ら
れ
た
し
く
み
、
で
す
が
、

届
出
を
し
な
い
で
い
る
と
被
保
険

者
期
問
と
し
て
認
め
ら
れ
ず
、
せ

っ
か
く
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
、
む
だ
な
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼奨励賞

　　「山ゆり」

　　　　草村慶子

臨璽
　1、　へ　　　　　’　噛
　の’●　　　　　9，
　　）　　r》　　　｛
　　O　　　　o　　　、4

町のために役立ててと

500万円を寄付

㈱高橋組
　
こ
の
ほ
ど
、
株
式
会
社
「
高
橋

組
」
さ
ん
か
ら
松
之
山
町
に
対
し

て
、
五
〇
〇
万
円
の
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
高
橋
組
さ
ん
が
今
年
、

会
社
創
設
二
十
五
周
年
を
迎
え
、

こ
れ
を
記
△
・
心
し
て
、
町
の
た
め
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
の
願
い
か
．
ら

寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
寄
付
を
受
け
て
、

社
会
福
祉
協
議
会
（
豪
雪
基
金
）

に
三
〇
〇
万
円
。
松
之
山
小
学
校

改
築
委
員
会
補
助
金
と
し
て
、
二

〇
〇
万
円
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
変
あ
り
が
と
う
㌔
、
｝
ざ
い
ま
し

た
。
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念
願
の
竣
工
式

　
昭
和
五
十
㎜
年
よ
り
十
三
年
の

歳
月
と
総
事
業
費
六
億
九
千
万
を

か
け
た
、
町
道
東
川
藤
倉
天
水
越

線
の
道
路
改
良
工
事
が
こ
の
程
完

了
し
、
十
月
二
十
六
臼
念
願
の
竣

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
道
路
は
、
東
川
の
柳
機
械

店
よ
り
藤
倉
・
中
坪
を
通
っ
て
天

水
越
に
至
る
も
の
で
、
今
回
、
東

川
の
万
か
ら
藤
倉
部
落
ま
で
二
、

O
O
O
m
改
良
し
た
も
の
で
す
。

　
工
事
の
万
は
、
県
が
南
町
村
過

疎
代
行
事
業
と
し
て
行
っ
た
も
の

で
、
唆
工
式
に
は
県
道
路
維
持
課

長
、
安
塚
士
木
事
務
所
長
な
ど
が

参
列
し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
道
路
の
完
了
に
よ
り
、
今

冬
か
ら
藤
倉
部
落
ま
で
無
雪
化
が

実
施
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

【
ー
E
臨
L

旧月26日布川保育所前で県や地元関

係者が出席して竣工式が盛大に行わ

れました。

松之山公会堂で一日営業所の開設式

2
東
北
電
力

　
東
北
電
力
で
は
、
雷
年
春
と
秋

に
サ
ー
ビ
ス
旬
悶
を
設
け
て
お
客

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
∠

日
営
業
所
”
を
松
之
山
に
開
設
し

て
、
訪
問
指
導
や
電
気
何
で
も
相

談
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
を
や
る
に
あ
た
り
、

町
内
の
女
性
を
一
名
”
一
日
営
業

所
長
”
に
任
命
す
る
こ
と
と
な
り
、

役
場
に
勤
務
し
て
い
る
布
施
政
子

さ
ん
が
｝
日
営
業
所
長
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
十
月
十
五
日
、
松
之
山
公
会
堂

日
営
業
所
松
之
山
で
開
設

で
十
日
町
営
業
所
長
以
下
、
五
十

名
近
い
職
員
が
出
て
、
朝
の
訓
示
、

仕
事
の
分
担
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
区
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
松
之
山
地
区
約
三

〇
〇
戸
の
家
庭
に
訪
問
し
、
電
気

の
無
料
診
断
・
相
談
な
ど
を
受
け

た
ほ
か
、
公
会
堂
で
も
、
一
日
電

気
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
東
北
電
力
か
ら
町
に

対
し
、
春
・
秋
の
サ
ー
ビ
ス
旬
間

ご
と
に
、
二
灯
ず
つ
防
犯
灯
の
寄

贈
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

＜
一
日
営
業
所
長
の
布
施
政
子
さ
ん
と
村
山
営
業
所
長

（9）まつのやま

3
も
う
そ
ん
な
時
期
な
ん
で
す
ね
え

出
稼
ぎ
者
リ
ー
ダ
ー
会
開
催

　
秋
の
取
り
入
れ
が
済
む
と
、
後

片
付
け
も
良
く
終
ら
な
い
う
ち
に

出
稼
ぎ
に
行
っ
て
し
ま
う
お
父
さ

ん
た
ち
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て
｝

番
淋
し
い
時
期
か
も
知
れ
ま
せ
ん

ね
。
　
さ
て
、
出
稼
ぎ
を
間
近
に
し
た

十
月
十
九
日
、
役
場
を
会
場
に
出

稼
ぎ
者
リ
ー
ダ
ー
会
と
共
助
会
が

行
わ
れ
、
安
定
所
の
職
員
や
役
場

担
当
者
か
ら
就
業
に
つ
い
て
の
細

か
い
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
松
之
山
の
出
稼
ぎ
者
も
高
齢
化

等
で
年
々
減
少
し
て
は
い
る
も
の

の
、
ま
だ
三
百
人
以
上
の
万
々
が

冬
期
間
、
松
之
山
を
離
れ
て
働
い

て
い
ま
す
。

　
近
年
、
出
稼
ぎ
先
で
病
気
や
ケ

ガ
を
さ
れ
る
万
が
少
し
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
。
健
康
管
理
に
注
意

し
て
元
気
で
働
い
て
く
だ
さ
い
。

　
共
助
会
に
も
忘
れ
ず
に
、
キ
チ

ン
と
加
入
し
て
か
ら
出
掛
げ
ま
し

ょ
う
。

嵯
蓋・

，
繁

　10月円日　役場で開かれたリーダー会、

　午後には共助会が行われました。

4
「
い
い
湯
で
じ
ょ
ん
の
び
だ
つ
け
で
え
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
釆
て
の
お
う
。
」

兎
ロ
露
天
風
呂
お
年
寄
り
に
大
好
評
！

　
十
月
十
二
日
か
ら
ズ
ー
ブ
ン
し

　
　
　
　
　
　
　
　
み
と
り

た
兎
口
露
天
風
呂
”
翠
の
湯
”
に
、

町
内
老
人
2
フ
ブ
の
万
々
約
三
百

人
を
招
待
（
希
望
者
）
し
、
入
り

初
め
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
役
場
福
祉
係
と
観
光
係
の
協
力

で
計
画
さ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
、

十
二
日
か
ら
十
四
臼
ま
で
の
三
日

間
、
町
内
の
老
人
だ
け
に
開
放
し

て
露
天
風
呂
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
企
画
に
は
、
町
内
の
お
年

寄
り
に
露
天
風
呂
を
知
っ
て
も
ら

う
の
と
、
長
寿
に
あ
や
か
り
息
き

の
長
い
観
光
施
設
に
し
た
い
と
い

う
思
い
が
、
同
時
に
込
め
ら
れ
て

い
た
訳
で
す
。

　
役
場
で
仕
立
て
た
車
で
、
次
々

と
風
呂
を
訪
ず
れ
た
お
年
寄
り
は
、

露
天
風
呂
に
多
少
と
ま
ど
い
な
が

ら
も
、
み
ん
な
で
お
湯
に
つ
か
つ

て
、
そ
の
良
さ
を
確
か
め
て
い
ま

し
た
。
　
一
日
目
の
午
後
は
、
雨
と

冷
た
い
風
の
吹
く
あ
い
に
く
の
天

気
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
湯
の
中

に
つ
か
れ
ば
、
あ
っ
た
ま
っ
て
最

高
だ
っ
た
と
か
。
湯
冷
め
な
ん
て

ぜ
ん
く
し
な
か
つ
た
そ
う
で
す
。

　
持
ち
時
間
が
一
時
間
と
少
し
あ

わ
た
だ
し
い
入
浴
体
験
で
し
た
が
、

お
年
寄
り
に
は
大
変
喜
こ
ば
れ
ま

し
た
。
　
「
ま
ず
、
あ
っ
た
ま
る

し
景
色
は
い
い
し
、
ば
か
い
い
ど

こ
だ
の
お
ρ
と
好
評
で
、
記
念
の

9
オ
ル
を
一
本
ず
つ
も
ら
い
満
足

そ
う
で
し
た
。

　
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
、
ま
た

是
非
入
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

「あったまる湯だのお」と水梨のこ婦人方。
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長
以
下
、
五
十

名
近
い
職
員
が
出
て
、
朝
の
訓
示
、

仕
事
の
分
担
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
区
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
松
之
山
地
区
約
三

〇
〇
戸
の
家
庭
に
訪
問
し
、
電
気

の
無
料
診
断
・
相
談
な
ど
を
受
け

た
ほ
か
、
公
会
堂
で
も
、
一
日
電

気
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
東
北
電
力
か
ら
町
に

対
し
、
春
・
秋
の
サ
ー
ビ
ス
旬
間

ご
と
に
、
二
灯
ず
つ
防
犯
灯
の
寄

贈
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

＜
一
日
営
業
所
長
の
布
施
政
子
さ
ん
と
村
山
営
業
所
長

（9）まつのやま

3
も
う
そ
ん
な
時
期
な
ん
で
す
ね
え

出
稼
ぎ
者
リ
ー
ダ
ー
会
開
催

　
秋
の
取
り
入
れ
が
済
む
と
、
後

片
付
け
も
良
く
終
ら
な
い
う
ち
に

出
稼
ぎ
に
行
っ
て
し
ま
う
お
父
さ

ん
た
ち
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て
｝

番
淋
し
い
時
期
か
も
知
れ
ま
せ
ん

ね
。
　
さ
て
、
出
稼
ぎ
を
間
近
に
し
た

十
月
十
九
日
、
役
場
を
会
場
に
出

稼
ぎ
者
リ
ー
ダ
ー
会
と
共
助
会
が

行
わ
れ
、
安
定
所
の
職
員
や
役
場

担
当
者
か
ら
就
業
に
つ
い
て
の
細

か
い
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
松
之
山
の
出
稼
ぎ
者
も
高
齢
化

等
で
年
々
減
少
し
て
は
い
る
も
の

の
、
ま
だ
三
百
人
以
上
の
万
々
が

冬
期
間
、
松
之
山
を
離
れ
て
働
い

て
い
ま
す
。

　
近
年
、
出
稼
ぎ
先
で
病
気
や
ケ

ガ
を
さ
れ
る
万
が
少
し
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
。
健
康
管
理
に
注
意

し
て
元
気
で
働
い
て
く
だ
さ
い
。

　
共
助
会
に
も
忘
れ
ず
に
、
キ
チ

ン
と
加
入
し
て
か
ら
出
掛
げ
ま
し

ょ
う
。

嵯
蓋・

，
繁

　10月円日　役場で開かれたリーダー会、

　午後には共助会が行われました。

4
「
い
い
湯
で
じ
ょ
ん
の
び
だ
つ
け
で
え
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
釆
て
の
お
う
。
」

兎
ロ
露
天
風
呂
お
年
寄
り
に
大
好
評
！

　
十
月
十
二
日
か
ら
ズ
ー
ブ
ン
し

　
　
　
　
　
　
　
　
み
と
り

た
兎
口
露
天
風
呂
”
翠
の
湯
”
に
、

町
内
老
人
2
フ
ブ
の
万
々
約
三
百

人
を
招
待
（
希
望
者
）
し
、
入
り

初
め
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
役
場
福
祉
係
と
観
光
係
の
協
力

で
計
画
さ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
、

十
二
日
か
ら
十
四
臼
ま
で
の
三
日

間
、
町
内
の
老
人
だ
け
に
開
放
し

て
露
天
風
呂
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
企
画
に
は
、
町
内
の
お
年

寄
り
に
露
天
風
呂
を
知
っ
て
も
ら

う
の
と
、
長
寿
に
あ
や
か
り
息
き

の
長
い
観
光
施
設
に
し
た
い
と
い

う
思
い
が
、
同
時
に
込
め
ら
れ
て

い
た
訳
で
す
。

　
役
場
で
仕
立
て
た
車
で
、
次
々

と
風
呂
を
訪
ず
れ
た
お
年
寄
り
は
、

露
天
風
呂
に
多
少
と
ま
ど
い
な
が

ら
も
、
み
ん
な
で
お
湯
に
つ
か
つ

て
、
そ
の
良
さ
を
確
か
め
て
い
ま

し
た
。
　
一
日
目
の
午
後
は
、
雨
と

冷
た
い
風
の
吹
く
あ
い
に
く
の
天

気
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
湯
の
中

に
つ
か
れ
ば
、
あ
っ
た
ま
っ
て
最

高
だ
っ
た
と
か
。
湯
冷
め
な
ん
て

ぜ
ん
く
し
な
か
つ
た
そ
う
で
す
。

　
持
ち
時
間
が
一
時
間
と
少
し
あ

わ
た
だ
し
い
入
浴
体
験
で
し
た
が
、

お
年
寄
り
に
は
大
変
喜
こ
ば
れ
ま

し
た
。
　
「
ま
ず
、
あ
っ
た
ま
る

し
景
色
は
い
い
し
、
ば
か
い
い
ど

こ
だ
の
お
ρ
と
好
評
で
、
記
念
の

9
オ
ル
を
一
本
ず
つ
も
ら
い
満
足

そ
う
で
し
た
。

　
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
、
ま
た

是
非
入
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

「あったまる湯だのお」と水梨のこ婦人方。
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5
火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
～
す

　
　
街
頭
ピ
ー
ア
ー
ル
実
施

　
二
十
六
日
か
ら
十
｝
月
一
日
ま

で
の
一
週
間
、
全
国
よ
り
一
カ
月

早
い
“
秋
の
防
火
週
間
”
が
ス
9

ー
ト
し
ま
し
た
。

　
町
消
防
団
で
は
、
分
遣
所
や
婦

人
会
長
の
協
力
を
得
て
、
二
十
六

日
の
朝
、
松
之
山
中
央
交
差
点
の

所
で
通
行
人
や
赤
信
号
で
止
ま
る

車
に
、
火
の
用
心
を
訴
え
る
街
頭

ビ
ー
ア
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

～
　
撃紺

・

　
　
こ
の
防
火
週
間
の
期
間
中
、
学

　
校
や
職
場
、
地
域
で
色
ρ
な
訓
練

　
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
災
難
は
い
つ

　
や
っ
て
来
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
用
心
に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

　
ん
。
こ
れ
か
ら
寒
く
な
っ
て
暖
房

　
器
具
を
沢
山
使
い
ま
す
。

　
　
く
れ
ぐ
れ
も
火
事
を
出
さ
な
い

　
よ
う
皆
で
注
意
し
ま
し
よ
う
。

曳
俄
　
ル

韓
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
一

諏
．
　
　
　
　
　
一
　
　
　
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松

そ
の
後
、
文
学
碑
に
生
前
の
安
吾

が
大
好
き
だ
っ
た
お
酒
が
か
け
ら

れ
、
無
事
除
幕
式
が
終
了
し
ま
し

た
．　
場
所
を
町
民
体
育
館
に
移
し
て

行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
は
、
坂
口
安

吾
の
研
究
家
の
皆
さ
ん
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
安
吾
を
語
っ
た
り
、

安
吾
の
作
品
を
映
画
化
し
た
も
の

が
上
映
さ
れ
る
な
ど
、
一
種
独
特

の
雰
囲
気
が
漂
よ
っ
て
い
ま
し
た
。

＾
影

ノ
、

陽
広
寺
に
忍
進
料
理
の
昼
食

　
今
回
の
参
加
者
の
中
に
は
、
遠

く
は
北
海
道
や
福
岡
か
ら
の
方
も

お
り
ま
し
た
し
、
全
国
各
地
か
ら

来
ら
れ
、
坂
口
安
吾
文
学
の
人
気

の
一
端
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
．

　
松
之
山
に
ま
た
一
つ
名
所
が
出

来
ま
し
た
。
少
し
で
も
多
く
の
方

た
ち
か
ら
松
之
山
を
訪
ず
れ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

文学碑の除幕

大勢が見守る中盛大に！

　
先
月
号
で
も
少
し
紹
介
し
ま
し

た
松
之
山
ゆ
か
り
の
文
豪
．
坂
口

安
吾
”
の
、
文
学
碑
の
除
幕
式
と

記
念
。
ハ
ー
テ
ィ
ー
が
十
月
二
十
日

行
わ
れ
、
安
吾
の
子
供
で
あ
る
坂

口
綱
男
さ
ん
初
め
多
く
の
関
係
者
、

愛
読
者
、
町
民
な
ど
二
百
名
以
上

が
出
席
し
て
建
立
を
喜
び
合
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
文
学
碑
の
除
幕
に

あ
わ
せ
て
企
画
し
た
．
文
学
記
念

の
旅
”
に
も
八
十
名
の
応
募
が
あ

り
、
松
之
山
の
秋
を
十
分
楽
し
ん

で
行
か
れ
ま
し
た
。

村山町長、坂口綱男さんら関係者の手によって、

文学碑の幕が下される．

文学碑の前で。安吾の長男綱男さんとその子供さん晴子
ちゃん。

　
こ
の
記
念
の
旅
参
加
者
を
対
象

に
、
当
日
、
松
之
山
”
陽
広
寺
”

に
て
精
進
料
理
の
昼
食
会
が
催
さ

れ
る
な
ど
、
　
一
泊
二
日
の
こ
の
ツ

ア
ー
食
べ
物
は
非
常
に
好
評
で
し

た
。　
二
十
日
午
後
二
時
よ
り
行
わ
れ

た
除
幕
式
に
は
、
地
元
の
方
達
も

多
く
参
加
し
、
石
碑
の
レ
リ
ー
フ

を
制
作
さ
れ
た
千
野
茂
さ
ん
、
安

吾
の
ご
子
息
、
綱
男
さ
ん
と
そ
の

子
供
晴
子
ち
ゃ
ん
、
町
長
、
助
役

ら
の
手
で
幕
が
引
か
れ
る
と
、
大

き
な
拍
手
が
起
っ
て
い
ま
し
た
。

生前の安吾が大好きだった

お酒が石碑にかけられる。

体育館いっぱいの人で盛り上がった祝賀パーティー

こ
れ
が

安
吾
弁
当
だ

。
マ
イ
タ
ケ
ゴ
ハ
ン
。
ユ
ズ
釜
・

ゼ
ン
マ
イ
の
カ
ラ
シ
和
え
・
花
レ

ン
コ
ン
・
テ
ン
プ
ラ
・
ゴ
マ
豆
腐

・
昆
布
巻
き
。
煮
物
（
タ
ケ
ノ
コ
・

ク
ワ
イ
・
百
合
の
根
・
サ
ト
イ
モ
・

紅
葉
ふ
・
ク
リ
）
。
キ
ャ
ラ
ブ
キ

・
葉
形
シ
ョ
ウ
ガ
・
ブ
ド
ヴ
・
オ

ボ
ロ
豆
腐
の
吸
い
物
。
飾
り
に
稲

穂
．　
以
上
の
よ
う
に
肉
・
魚
類
を
一

切
使
わ
な
い
も
の
で
し
た
。
女
性

の
方
に
は
量
が
多
過
ぎ
て
食
べ
き

れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
（
ば
あ
ー
ど
が
ー
で
ん
調
理
部
）
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多
く
参
加
し
、
石
碑
の
レ
リ
ー
フ

を
制
作
さ
れ
た
千
野
茂
さ
ん
、
安

吾
の
ご
子
息
、
綱
男
さ
ん
と
そ
の

子
供
晴
子
ち
ゃ
ん
、
町
長
、
助
役

ら
の
手
で
幕
が
引
か
れ
る
と
、
大

き
な
拍
手
が
起
っ
て
い
ま
し
た
。

生前の安吾が大好きだった

お酒が石碑にかけられる。

体育館いっぱいの人で盛り上がった祝賀パーティー

こ
れ
が

安
吾
弁
当
だ

。
マ
イ
タ
ケ
ゴ
ハ
ン
。
ユ
ズ
釜
・

ゼ
ン
マ
イ
の
カ
ラ
シ
和
え
・
花
レ

ン
コ
ン
・
テ
ン
プ
ラ
・
ゴ
マ
豆
腐

・
昆
布
巻
き
。
煮
物
（
タ
ケ
ノ
コ
・

ク
ワ
イ
・
百
合
の
根
・
サ
ト
イ
モ
・

紅
葉
ふ
・
ク
リ
）
。
キ
ャ
ラ
ブ
キ

・
葉
形
シ
ョ
ウ
ガ
・
ブ
ド
ヴ
・
オ

ボ
ロ
豆
腐
の
吸
い
物
。
飾
り
に
稲

穂
．　
以
上
の
よ
う
に
肉
・
魚
類
を
一

切
使
わ
な
い
も
の
で
し
た
。
女
性

の
方
に
は
量
が
多
過
ぎ
て
食
べ
き

れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
（
ば
あ
ー
ど
が
ー
で
ん
調
理
部
）
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ゆ
、
つ垂
び
ん便

　
こ
こ
に
一
通
の
書
状
（
写
真
）

が
あ
る
。
明
治
九
年
、
東
京
上
等

栽
判
所
で
松
之
山
温
泉
の
泉
源
を

め
ぐ
る
争
い
が
審
理
さ
れ
た
際
、

同
裁
判
所
は
湯
本
の
高
澤
新
五
郎

ほ
か
四
人
の
被
告
に
出
廷
を
求
め

た
が
出
廷
せ
ず
、
や
む
な
く
新
潟

裁
判
所
へ
書
簡
を
田
、
述
り
、
被
告
人

の
出
廷
督
促
を
依
頼
し
て
い
る
。

こ
の
発
信
が
十
一
月
一
日
。

　
こ
れ
を
受
け
た
新
潟
裁
判
所
は

同
五
日
、
十
一
大
区
副
大
区
長
本

山
彦
吉
郎
（
藤
原
）
に
至
急
被
告

人
ら
を
出
廷
さ
せ
る
よ
う
要
請
し

て
い
る
．

　
こ
の
書
簡
が
本
山
彦
吉
郎
の
手

元
に
届
い
た
の
が
九
日
、
封
書
に

は
経
由
し
た
新
潟
・
柏
崎
．
浦
田

の
消
し
印
が
み
ら
れ
る
。
東
京
か

ら
八
日
を
要
し
た
こ
と
に
な
る
が
、

新
潟
裁
判
所
の
手
を
経
て
い
る
こ

　
と
を
考
え
る
と
、
比
較
的
順
調
に

　
逓
送
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

　
る
。

　
　
と
こ
ろ
で
わ
が
国
の
郵
便
事
業

事！

始鷺

は
明
治
四
年
三
月
、
東
京
・
大
阪

間
に
毎
月
一
回
、
約
三
日
の
行
程

で
一
般
の
郵
便
物
を
取
り
扱
っ
た

の
に
始
ま
る
。
つ
い
で
翌
五
年
、

北
海
道
の
道
南
以
北
を
除
い
て
全

国
一
斉
に
郵
便
事
業
が
開
か
れ
、

松
之
山
へ
も
次
の
よ
う
な
告
示
が

届
い
て
い
る
．

　
　
　
　
さ
く
じ
つ

　
　
七
月
朔
日
（
一
日
）
よ
り
北

　
海
道
衡
蕊
・
腸
楓
両
国
以
北
を

　
徐
く
ほ
か
、
国
内
一
般
諸
街
道

　
・
脇
往
還
と
も
、
県
庁
所
在
地

　
は
も
ち
ろ
ん
、
港
津
・
市
駅
な

　
ど
私
の
舜
豹
繁
多
の
地
は
総
じ

　
　
　
　
　
　
ホ
ゆ

　
て
そ
の
地
の
□
様
に
よ
り
毎
日
、

　
あ
る
い
は
隔
日
、
あ
る
い
は
毎

　
月
．
五
・
六
度
ず
つ
往
復
の
郵
便

　
相
開
き
、
右
往
還
筋
近
傍
の
市

　
村
へ
も
そ
れ
ぞ
れ
往
復
相
成
り

　
候
条
、
従
前
の
規
則
相
心
得
、

　
信
書
な
ど
各
地
郵
便
役
所
及
び

　
　
郵
便
取
扱
所
な
ど
へ
差
し
出
す

　
　
、
べ
き
事
．

　
　
　
じ
ん
し
ん

　
　
　
壬
申
（
五
年
）
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
太
　
政
官

　
ち
な
み
に
東
京
か
ら
新
潟
方
面

へ
の
郵
便
物
は
、
信
州
通
り
高
田

経
由
が
奇
数
日
、
陸
羽
道
中
白
河

よ
り
会
津
経
由
が
偶
数
日
に
逓
｝
、
述

さ
れ
た
．

　
郵
便
事
業
開
始
に
伴
い
、
柏
崎

県
で
も
郵
便
取
扱
所
を
設
置
、
次

の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
　
七
月
朔
日
よ
り
郵
便
御
開
き

　
仰
せ
出
さ
れ
候
に
つ
い
て
は
左

　
の
通
り
．
　
－

　
　
右
取
扱
所
設
置
候
条
、
書
状

　
差
し
出
し
た
き
者
は
遠
近
を
論

　
ぜ
ず
差
し
出
す
べ
し
。
賃
銭
の

　
儀
は
書
状
目
方
四
匁
内
は
二
十

　
五
金
内
銭
百
文
、
そ
れ
以
上
は

　
割
合
を
も
っ
て
賃
銭
受
け
取
る

　
　
　
は
ず

　
、
べ
き
筈
、
も
っ
と
も
そ
の
段
は

、
轟
轟
凄
購
、
、
望
灘
少
曙
．
り
．
、
．
智
．
～

…
纂
終
繋
い
㌧
．
簿
讐
．
』

難
護
藪
嚢
騰
燈
・
㌧
、
・
▼
そ

響
嫉
る
㌧
貸
弥
．
，

樋
臥
㎏
｝
、
7
、
勢
戸
～

ダ
ゆ
ニ
な
め
よ
セ
ル
っ

鎮
、
乗
考

右
取
扱
所
に
標
札
掲
げ
置
き
候

　
　
　
　
　
こ
　
ま
え

条
、
右
の
趣
小
前
（
小
百
姓
）

す
え
ず
え

末
々
ま
で
洩
れ
な
く
触
れ
一
、
小
す

べ
き
も
の
な
り
。

壬
申
七
月
　
柏
崎
県

郵
便
取
扱
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
丁

　　高潟柏
同

　　田町崎

丁
字
屋
彦
丘
ハ
偉

田
中
謙
五
郎

士
・
田
耕
ロ

関
　
民
治

　
　
　
　
（
新
山
村
維
新
資
料
）

　
開
設
当
時
、
松
之
山
の
よ
う
な

遠
隔
地
は
ま
だ
郵
便
を
利
用
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
明
治
八
年
一
月
、
浦
田
と
湯

本
に
郵
便
取
扱
所
が
設
置
さ
れ
、

松
之
山
町
に
お
け
る
郵
便
事
始
と

な
っ
た
。

☆難．／

辮灘

町
史
編
さ
ん
室

か
ら
の
お
願
い

　
町
で
は
来
年
度
の
町
制
施
行
．

三
十
周
年
を
記
念
し
て
「
松
之

山
町
史
」
を
刊
行
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
．

　
永
い
年
月
、
町
民
が
歩
ん
で

き
た
歴
史
を
記
録
す
る
こ
と
は
、

単
に
過
去
を
振
り
返
る
．
だ
け
で

な
く
、
将
来
を
展
望
す
る
指
針

を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
郷
土
色

豊
か
な
、
魅
力
あ
る
町
史
の
編

纂
を
ど
心
が
け
、
資
料
の
収
集

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
つ
い
て
は
私
た
ち
の
古
い
村

　
（
部
落
）
の
記
録
や
明
治
．
大

正
・
昭
和
期
の
資
料
、
あ
る
い

は
当
時
の
生
活
の
一
端
を
記
録

し
た
写
真
な
ど
を
お
持
ち
の
方

は
、
ぜ
ひ
町
史
編
纂
室
へ
情
報

を
お
寄
せ
下
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
町
森
林
組
合
内

　
　
　
　
　
松
之
山
町
史
編
纂
室

　
　
　
　
　
電
話
因
三
ニ
ニ
一
番

蝶巌劃羅難3訓
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出稼ぎに行かれるあなた

異動手続きは忘れずに！

出
稼
ぎ
先
で

社
会
保
険
に
加
入
し
た
ら

証
明
書
を
送
っ
て
く
だ
さ
い

　
世
帯
主
は
、
自
分
の
世
帯
に
い

る
家
族
で
保
険
加
入
者
に
異
動
が

あ
っ
た
時
（
他
市
町
村
へ
の
転
出

や
、
出
稼
ぎ
で
職
場
の
保
険
に
入

っ
た
と
き
、
子
供
が
生
ま
れ
た
り

亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど
）
は
、
必

ず
十
四
日
以
内
に
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
等
職
場
の

健
康
保
険
に
加
入
す
る
人
は
、
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
も
・
つ
一

　
保
険
証
は
、
一
世
帯
に
一
枚
が

原
則
で
す
が
、
出
稼
ぎ
、
長
期
の

旅
行
な
ど
の
場
合
、
あ
る
い
は
修

学
の
た
め
、
他
の
市
町
村
に
住
む

と
い
う
よ
う
な
場
合
は
、
一
世
帯

　
一
枚
の
保
険
証
で
は
間
に
合
い
ま

せ
ん
。

　
こ
う
い
う
場
合
、
特
に
も
う
一

枚
の
保
険
証
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
に
加
入
さ

　
れ
ま
す
と
、
世
帯
主
や
扶
養
者
の

　
　
　
～

稼
ぎ
に
出
る
前
に
役
場
国
保
係
か

ら
社
会
保
険
加
入
の
証
明
書
用
紙

を
も
ら
い
、
会
社
か
ら
証
明
を
受

け
て
か
ら
役
場
鳶
．
迷
っ
て
く
だ
さ

　
こ
の
証
明
書
が
届
く
と
、
あ
な

た
の
家
庭
に
連
絡
し
て
国
保
の
喪

失
届
を
し
て
い
た
だ
き
、
国
保
の

保
険
証
は
係
の
方
へ
返
し
て
も
ら

い
ま
す
。

知
っ
て
ま
す
カ
？

　
　
　
　
　
　
　
　
枚
の
保
険
証

あ
る
方
は
、
そ
の
家
族
も
一
緒
に

被
扶
養
者
と
し
て
社
会
保
険
に
加

入
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
保
険
証
の
ほ
か
に
、

家
族
の
方
に
「
遠
隔
地
被
保
険
者

証
」
を
受
け
、
家
族
の
方
に
｝
、
述
っ

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
に
加
入
し
な
い
方
に

は
、
国
保
で
特
に
も
う
一
枚
の
保

険
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
国
保

係
の
方
t
．
』
相
談
く
だ
さ
い
。

　
豪
雪
対
策
基
金
も
、
多
く
の
方

方
の
ハ
、
一
協
力
で
最
終
目
標
額
五
千

万
円
に
だ
ん
／
＼
近
ず
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

｛
、
一
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
み

な
さ
ん
の
善
意
に
対
し
て
深
く
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
目
標
達
成
ま

で
引
き
統
き
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
、
お
、
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
次
の
よ
う
な
方
々
か
ら
、

沢
山
の
寄
付
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ハ
、
一
紹
介
し
ま
す
。

　
　
豪
、
雪
対
策
基
金

　
（
一
口
一
万
円
で
一
年
間
の
み
）

▽
県
外
（
三
口
）

・
福
原
　
敏
雄
（
東
京
都
）

▽
県
内
（
十
口
）
，

　
・
内
山
　
清
高
　
　
外
二
五
名

　
　
　
　
　
　
（
大
島
村
）

　
・
樋
口
　
忠
興
（
小
千
谷
市
）

▽
町
内

　
・
若
井
千
代
松
　
二
口
（
小
谷
）

　
・
佐
藤
　
ト
ヨ
　
五
口
（
上
川
手
）

　
。
佐
藤
　
良
道
　
五
口
（
藤
倉
）

豪
雪
対
策
基
金
へ
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

・
村
山
　
伸
　
　
↓
口
（
湯
本
）

・
松
之
山
町
校
長
会
　
西
沢
礼
二

外
山
パ
名
　
　
　
七
口

・
丸
一
鉄
工
場
　
樋
口
　
睦
夫

　
　
　
　
　
　
二
口
（
松
之
山
）

・
樋
口
　
一
次
　
外
三
名

　
（
松
之
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

募蕪癖謙
ざ｝糺声
　　々～
　罷も
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、
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京
上
等
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所
で
松
之
山
温
泉
の
泉
源
を

め
ぐ
る
争
い
が
審
理
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、
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所
は
湯
本
の
高
澤
新
五
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ほ
か
四
人
の
被
告
に
出
廷
を
求
め

た
が
出
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せ
ず
、
や
む
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く
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潟
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を
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、
述
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、
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の
出
廷
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を
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い
る
。

こ
の
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が
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月
一
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。

　
こ
れ
を
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た
新
潟
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は

同
五
日
、
十
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に
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ら
を
出
廷
さ
せ
る
よ
う
要
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．

　
こ
の
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が
本
山
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の
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の
が
九
日
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浦
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の
消
し
印
が
み
ら
れ
る
。
東
京
か

ら
八
日
を
要
し
た
こ
と
に
な
る
が
、

新
潟
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の
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送
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も
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と
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る
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こ
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で
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が
国
の
郵
便
事
業
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は
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治
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年
三
月
、
東
京
・
大
阪

間
に
毎
月
一
回
、
約
三
日
の
行
程

で
一
般
の
郵
便
物
を
取
り
扱
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た

の
に
始
ま
る
。
つ
い
で
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五
年
、

北
海
道
の
道
南
以
北
を
除
い
て
全

国
一
斉
に
郵
便
事
業
が
開
か
れ
、

松
之
山
へ
も
次
の
よ
う
な
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示
が

届
い
て
い
る
．

　
　
　
　
さ
く
じ
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七
月
朔
日
（
一
日
）
よ
り
北

　
海
道
衡
蕊
・
腸
楓
両
国
以
北
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徐
く
ほ
か
、
国
内
一
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・
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と
も
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在
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、
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・
市
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な

　
ど
私
の
舜
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多
の
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て
そ
の
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に
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、

　
あ
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は
隔
日
、
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は
毎
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．
五
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六
度
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つ
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、
右
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市

　
村
へ
も
そ
れ
ぞ
れ
往
復
相
成
り

　
候
条
、
従
前
の
規
則
相
心
得
、

　
信
書
な
ど
各
地
郵
便
役
所
及
び

　
　
郵
便
取
扱
所
な
ど
へ
差
し
出
す

　
　
、
べ
き
事
．

　
　
　
じ
ん
し
ん

　
　
　
壬
申
（
五
年
）
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
太
　
政
官

　
ち
な
み
に
東
京
か
ら
新
潟
方
面

へ
の
郵
便
物
は
、
信
州
通
り
高
田

経
由
が
奇
数
日
、
陸
羽
道
中
白
河

よ
り
会
津
経
由
が
偶
数
日
に
逓
｝
、
述

さ
れ
た
．

　
郵
便
事
業
開
始
に
伴
い
、
柏
崎

県
で
も
郵
便
取
扱
所
を
設
置
、
次

の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
　
七
月
朔
日
よ
り
郵
便
御
開
き

　
仰
せ
出
さ
れ
候
に
つ
い
て
は
左

　
の
通
り
．
　
－

　
　
右
取
扱
所
設
置
候
条
、
書
状

　
差
し
出
し
た
き
者
は
遠
近
を
論

　
ぜ
ず
差
し
出
す
べ
し
。
賃
銭
の

　
儀
は
書
状
目
方
四
匁
内
は
二
十

　
五
金
内
銭
百
文
、
そ
れ
以
上
は

　
割
合
を
も
っ
て
賃
銭
受
け
取
る

　
　
　
は
ず

　
、
べ
き
筈
、
も
っ
と
も
そ
の
段
は

、
轟
轟
凄
購
、
、
望
灘
少
曙
．
り
．
、
．
智
．
～

…
纂
終
繋
い
㌧
．
簿
讐
．
』

難
護
藪
嚢
騰
燈
・
㌧
、
・
▼
そ

響
嫉
る
㌧
貸
弥
．
，

樋
臥
㎏
｝
、
7
、
勢
戸
～

ダ
ゆ
ニ
な
め
よ
セ
ル
っ

鎮
、
乗
考

右
取
扱
所
に
標
札
掲
げ
置
き
候

　
　
　
　
　
こ
　
ま
え

条
、
右
の
趣
小
前
（
小
百
姓
）

す
え
ず
え

末
々
ま
で
洩
れ
な
く
触
れ
一
、
小
す

べ
き
も
の
な
り
。

壬
申
七
月
　
柏
崎
県

郵
便
取
扱
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
丁

　　高潟柏
同

　　田町崎

丁
字
屋
彦
丘
ハ
偉

田
中
謙
五
郎

士
・
田
耕
ロ

関
　
民
治

　
　
　
　
（
新
山
村
維
新
資
料
）

　
開
設
当
時
、
松
之
山
の
よ
う
な

遠
隔
地
は
ま
だ
郵
便
を
利
用
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
明
治
八
年
一
月
、
浦
田
と
湯

本
に
郵
便
取
扱
所
が
設
置
さ
れ
、

松
之
山
町
に
お
け
る
郵
便
事
始
と

な
っ
た
。

☆難．／

辮灘

町
史
編
さ
ん
室

か
ら
の
お
願
い

　
町
で
は
来
年
度
の
町
制
施
行
．

三
十
周
年
を
記
念
し
て
「
松
之

山
町
史
」
を
刊
行
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
．

　
永
い
年
月
、
町
民
が
歩
ん
で

き
た
歴
史
を
記
録
す
る
こ
と
は
、

単
に
過
去
を
振
り
返
る
．
だ
け
で

な
く
、
将
来
を
展
望
す
る
指
針

を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
郷
土
色

豊
か
な
、
魅
力
あ
る
町
史
の
編

纂
を
ど
心
が
け
、
資
料
の
収
集

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
つ
い
て
は
私
た
ち
の
古
い
村

　
（
部
落
）
の
記
録
や
明
治
．
大

正
・
昭
和
期
の
資
料
、
あ
る
い

は
当
時
の
生
活
の
一
端
を
記
録

し
た
写
真
な
ど
を
お
持
ち
の
方

は
、
ぜ
ひ
町
史
編
纂
室
へ
情
報

を
お
寄
せ
下
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
町
森
林
組
合
内

　
　
　
　
　
松
之
山
町
史
編
纂
室

　
　
　
　
　
電
話
因
三
ニ
ニ
一
番

蝶巌劃羅難3訓
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出稼ぎに行かれるあなた

異動手続きは忘れずに！

出
稼
ぎ
先
で

社
会
保
険
に
加
入
し
た
ら

証
明
書
を
送
っ
て
く
だ
さ
い

　
世
帯
主
は
、
自
分
の
世
帯
に
い

る
家
族
で
保
険
加
入
者
に
異
動
が

あ
っ
た
時
（
他
市
町
村
へ
の
転
出

や
、
出
稼
ぎ
で
職
場
の
保
険
に
入

っ
た
と
き
、
子
供
が
生
ま
れ
た
り

亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど
）
は
、
必

ず
十
四
日
以
内
に
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
等
職
場
の

健
康
保
険
に
加
入
す
る
人
は
、
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
も
・
つ
一

　
保
険
証
は
、
一
世
帯
に
一
枚
が

原
則
で
す
が
、
出
稼
ぎ
、
長
期
の

旅
行
な
ど
の
場
合
、
あ
る
い
は
修

学
の
た
め
、
他
の
市
町
村
に
住
む

と
い
う
よ
う
な
場
合
は
、
一
世
帯

　
一
枚
の
保
険
証
で
は
間
に
合
い
ま

せ
ん
。

　
こ
う
い
う
場
合
、
特
に
も
う
一

枚
の
保
険
証
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
に
加
入
さ

　
れ
ま
す
と
、
世
帯
主
や
扶
養
者
の

　
　
　
～

稼
ぎ
に
出
る
前
に
役
場
国
保
係
か

ら
社
会
保
険
加
入
の
証
明
書
用
紙

を
も
ら
い
、
会
社
か
ら
証
明
を
受

け
て
か
ら
役
場
鳶
．
迷
っ
て
く
だ
さ

　
こ
の
証
明
書
が
届
く
と
、
あ
な

た
の
家
庭
に
連
絡
し
て
国
保
の
喪

失
届
を
し
て
い
た
だ
き
、
国
保
の

保
険
証
は
係
の
方
へ
返
し
て
も
ら

い
ま
す
。

知
っ
て
ま
す
カ
？

　
　
　
　
　
　
　
　
枚
の
保
険
証

あ
る
方
は
、
そ
の
家
族
も
一
緒
に

被
扶
養
者
と
し
て
社
会
保
険
に
加

入
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
保
険
証
の
ほ
か
に
、

家
族
の
方
に
「
遠
隔
地
被
保
険
者

証
」
を
受
け
、
家
族
の
方
に
｝
、
述
っ

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
に
加
入
し
な
い
方
に

は
、
国
保
で
特
に
も
う
一
枚
の
保

険
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
国
保

係
の
方
t
．
』
相
談
く
だ
さ
い
。

　
豪
雪
対
策
基
金
も
、
多
く
の
方

方
の
ハ
、
一
協
力
で
最
終
目
標
額
五
千

万
円
に
だ
ん
／
＼
近
ず
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

｛
、
一
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
み

な
さ
ん
の
善
意
に
対
し
て
深
く
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
目
標
達
成
ま

で
引
き
統
き
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
、
お
、
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
次
の
よ
う
な
方
々
か
ら
、

沢
山
の
寄
付
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ハ
、
一
紹
介
し
ま
す
。

　
　
豪
、
雪
対
策
基
金

　
（
一
口
一
万
円
で
一
年
間
の
み
）

▽
県
外
（
三
口
）

・
福
原
　
敏
雄
（
東
京
都
）

▽
県
内
（
十
口
）
，

　
・
内
山
　
清
高
　
　
外
二
五
名

　
　
　
　
　
　
（
大
島
村
）

　
・
樋
口
　
忠
興
（
小
千
谷
市
）

▽
町
内

　
・
若
井
千
代
松
　
二
口
（
小
谷
）

　
・
佐
藤
　
ト
ヨ
　
五
口
（
上
川
手
）

　
。
佐
藤
　
良
道
　
五
口
（
藤
倉
）

豪
雪
対
策
基
金
へ
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

・
村
山
　
伸
　
　
↓
口
（
湯
本
）

・
松
之
山
町
校
長
会
　
西
沢
礼
二

外
山
パ
名
　
　
　
七
口

・
丸
一
鉄
工
場
　
樋
口
　
睦
夫

　
　
　
　
　
　
二
口
（
松
之
山
）

・
樋
口
　
一
次
　
外
三
名

　
（
松
之
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

募蕪癖謙
ざ｝糺声
　　々～
　罷も
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♂
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こ

東
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力

▼
1
1
月
n
日
（
水
）

　
。
午
前
9
時
3
0
分
か
ら
H
時
3
0

　
　
分
ま
で

　
・
湯
山
の
一
部
。

▼
氾
月
1
日
（
火
）

　
・
午
前
9
時
か
ら
1
2
時
ま
で

　
・
五
十
子
平
・
坪
野
・
東
山
・

　
　
赤
倉
の
全
部
．

タ暮れ時の交通事故防止公民館情報

10月21日～11月20日まで

夕暮れは慣れた道でも安全確認

　秋の深まりとともに日没が早まり、天候も不順となるこ

とから、例年、歩行者、自転車利用者を中心とした交通事

故が多発しております。

　夕方、下校する学生の服は黒っぽく特に見えないようで

す。反射板を付けるなどの工夫をして身を守ってください。

　車を運転される方は、ライトの早期点灯に心掛けて事故
を未然に防ぐ努力をしましょう。

　お年寄り、子供にも十分な注意が必要です。外出すると

きは、1出来るだけ明るい服装にするとか、灯りを持たせる

など家族みんなで気をつけましょう。特に、無燈火での自

転車乗りは、絶対やめましょう。

　事故が起きてからでは遅過ぎます。安全運転に心掛けて
ください。

C⊃

〉町民体育館一般開放
　終了

　町民体育館では、春から土

曜日の夜を一般開放の日と定

め、多くの町民から利用して

いただきましたが、10月いっ

ぱいで一般開放を終了するこ

とになりましたので、お知ら

せします。

　テニスコートも、11月3日
の町内テニス大会を最後に、

冬仕度に入ります。

　また来春からの沢山の利用

を、お待ちしています。

ご協力ありがとう

ごがいました。

松之山商工会婦人部

戸籍の窓
　　おめでた（雌）
え　　み

絵美ちゃん　相沢　恵～さんの長女（松之山）
しユうへい

翔平ちゃん　佐藤　明男さんの二男（天水越）

お《紗み
高橋啓太郎さん

小野塚カネさん

村山　邦夫さん

滝沢　タクさん

村山　カツさん

（死亡）

81歳（天水島）そのえん

90歳（東　川）大和や

57歳（橋　詰）堂の下

79歳（猪之名）新屋

96歳（赤　倉〉柿の木

※10月1日から10月31日までの届出分です

r（A制
（曳　　）
ヤ　ぐ

．’身、

　　　グ

　松之山商工会婦人部では、

9月5日の松之山部落秋祭り
にチャリティバザーを開き、

その収益金49，000円を全額町

社会福祉協議会に寄付されま
した。

　これは、婦人部の方々が各

戸に協力を呼びかけ、不要品

等出していただき、安く皆さ

んから買っていただいたもの
です。

　家庭で眠っている品物の有

効利用ですが、品物を提供し

ていただいた皆さん、こ協力

大変ありがとうこ辱ざいました。

まつのやま（⑭

　
四
年
前
か
ら
町
で
進
め
て
い
る

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
。
そ
の
中
心
と

な
っ
て
活
動
を
展
開
し
て
来
た
婦

人
会
の
努
力
が
認
め
ら
れ
、
こ
の

程
、
第
六
回
県
自
治
活
動
賞
が
連

合
婦
人
会
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ビ
ユ
ー
テ
フ
ル
ま
つ
の
や
ま
運

動
と
共
に
始
ま
っ
た
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
。
年
｝
回
の
ア
キ
缶
拾
い
に

子
供
た
ち
か
ら
大
人
ま
で
千
人
も

の
人
た
ち
が
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
観
光
立
町
を
目
差
す
松
之
山
に

と
っ
て
、
町
を
美
し
く
し
よ
う
と

い
う
芽
が
少
し
ず
つ
育
っ
て
い
る

渦

ぞ

～

7

の
r
ヒ

●

事
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　
こ
の
受
賞
を
機
に
、
ま
す
／
＼

き
れ
い
な
町
に
な
る
よ
う
努
力
し

ま
し
ょ
う
Q

松
之
山
町
連
合
婦
人
会

　
環
境
美
化
運
動
で
表
彰
さ
れ
る

松之山温泉スキー場

ポスター、

テレフォンカード完成

報
　　　　塵＿“
．。、一

＼h
　』：、

　
今
年
で
五
年
目
の
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
松
之
山
温
泉
ス
キ
i
場
。

そ
の
宣
伝
用
ポ
ス
タ
ー
が
こ
の
程

完
成
し
、
主
要
な
駅
や
観
光
案
内

所
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ポ
ス
タ
ー
の
図
柄
は
、
真

っ
白
な
斜
面
を
地
元
ス
キ
ー
ヤ
ー

二
人
が
豪
快
に
滑
っ
て
い
る
も
の

新しいポスター

で
、
な
か
／
＼
ス
ッ
キ
リ
仕
上
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ポ
ス
タ
！
と
同
じ
図
柄

を
使
っ
た
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
も

｝
O
O
O
枚
作
ら
れ
、
｝
枚
九
〇

〇
円
で
旅
館
、
湯
本
の
商
店
な
ど

で
販
売
さ
れ
ま
す
。

ー
詰
N
ー
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▼
1
1
月
n
日
（
水
）

　
。
午
前
9
時
3
0
分
か
ら
H
時
3
0

　
　
分
ま
で

　
・
湯
山
の
一
部
。

▼
氾
月
1
日
（
火
）

　
・
午
前
9
時
か
ら
1
2
時
ま
で

　
・
五
十
子
平
・
坪
野
・
東
山
・

　
　
赤
倉
の
全
部
．

タ暮れ時の交通事故防止公民館情報

10月21日～11月20日まで

夕暮れは慣れた道でも安全確認

　秋の深まりとともに日没が早まり、天候も不順となるこ

とから、例年、歩行者、自転車利用者を中心とした交通事

故が多発しております。

　夕方、下校する学生の服は黒っぽく特に見えないようで

す。反射板を付けるなどの工夫をして身を守ってください。

　車を運転される方は、ライトの早期点灯に心掛けて事故
を未然に防ぐ努力をしましょう。

　お年寄り、子供にも十分な注意が必要です。外出すると

きは、1出来るだけ明るい服装にするとか、灯りを持たせる

など家族みんなで気をつけましょう。特に、無燈火での自

転車乗りは、絶対やめましょう。

　事故が起きてからでは遅過ぎます。安全運転に心掛けて
ください。

C⊃

〉町民体育館一般開放
　終了

　町民体育館では、春から土

曜日の夜を一般開放の日と定

め、多くの町民から利用して

いただきましたが、10月いっ

ぱいで一般開放を終了するこ

とになりましたので、お知ら

せします。

　テニスコートも、11月3日
の町内テニス大会を最後に、

冬仕度に入ります。

　また来春からの沢山の利用

を、お待ちしています。

ご協力ありがとう

ごがいました。

松之山商工会婦人部

戸籍の窓
　　おめでた（雌）
え　　み

絵美ちゃん　相沢　恵～さんの長女（松之山）
しユうへい

翔平ちゃん　佐藤　明男さんの二男（天水越）

お《紗み
高橋啓太郎さん

小野塚カネさん

村山　邦夫さん

滝沢　タクさん

村山　カツさん

（死亡）

81歳（天水島）そのえん

90歳（東　川）大和や

57歳（橋　詰）堂の下

79歳（猪之名）新屋

96歳（赤　倉〉柿の木

※10月1日から10月31日までの届出分です

r（A制
（曳　　）
ヤ　ぐ

．’身、

　　　グ

　松之山商工会婦人部では、

9月5日の松之山部落秋祭り
にチャリティバザーを開き、

その収益金49，000円を全額町

社会福祉協議会に寄付されま
した。

　これは、婦人部の方々が各

戸に協力を呼びかけ、不要品

等出していただき、安く皆さ

んから買っていただいたもの
です。

　家庭で眠っている品物の有

効利用ですが、品物を提供し

ていただいた皆さん、こ協力

大変ありがとうこ辱ざいました。
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四
年
前
か
ら
町
で
進
め
て
い
る

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
。
そ
の
中
心
と

な
っ
て
活
動
を
展
開
し
て
来
た
婦

人
会
の
努
力
が
認
め
ら
れ
、
こ
の

程
、
第
六
回
県
自
治
活
動
賞
が
連

合
婦
人
会
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ビ
ユ
ー
テ
フ
ル
ま
つ
の
や
ま
運

動
と
共
に
始
ま
っ
た
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
。
年
｝
回
の
ア
キ
缶
拾
い
に

子
供
た
ち
か
ら
大
人
ま
で
千
人
も

の
人
た
ち
が
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
観
光
立
町
を
目
差
す
松
之
山
に

と
っ
て
、
町
を
美
し
く
し
よ
う
と

い
う
芽
が
少
し
ず
つ
育
っ
て
い
る

渦

ぞ

～

7

の
r
ヒ

●

事
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　
こ
の
受
賞
を
機
に
、
ま
す
／
＼

き
れ
い
な
町
に
な
る
よ
う
努
力
し

ま
し
ょ
う
Q

松
之
山
町
連
合
婦
人
会

　
環
境
美
化
運
動
で
表
彰
さ
れ
る

松之山温泉スキー場

ポスター、

テレフォンカード完成

報
　　　　塵＿“
．。、一

＼h
　』：、

　
今
年
で
五
年
目
の
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
松
之
山
温
泉
ス
キ
i
場
。

そ
の
宣
伝
用
ポ
ス
タ
ー
が
こ
の
程

完
成
し
、
主
要
な
駅
や
観
光
案
内

所
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ポ
ス
タ
ー
の
図
柄
は
、
真

っ
白
な
斜
面
を
地
元
ス
キ
ー
ヤ
ー

二
人
が
豪
快
に
滑
っ
て
い
る
も
の

新しいポスター

で
、
な
か
／
＼
ス
ッ
キ
リ
仕
上
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ポ
ス
タ
！
と
同
じ
図
柄

を
使
っ
た
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
も

｝
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ス
パ
イ
ク
タ
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の
自
粛
お
願
い

　
　
　
　
　
1
2
月
～
3
月
ま
で

　
十
一
月
に
入
る
と
、
あ
ち
こ
ち

か
ら
雪
の
便
り
が
聞
こ
え
て
来
ま

す
。　
車
社
会
の
現
在
、
冬
も
夏
場
と

同
じ
よ
う
に
車
が
か
か
せ
な
い
よ

ラ
に
な
り
ま
し
た
。
四
輪
駆
動
と

タ
イ
ヤ
の
進
歩
に
は
、
目
覚
ま
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
タ
イ
ヤ
と
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え
ば
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冬
は
ス
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イ
ク
タ
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ヤ
で
な
け
れ
ば
だ
め
だ

と
思
っ
て
い
る
方
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沢
山
お
ら
れ

る
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思
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す
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し
か
し
、
、
雪
に

対
し
て
す
ば
ら
し
い
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能
を
発
揮

す
る
ス
。
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タ
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も
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を
い
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め
る
粉
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ん
公
害
の
一
兀
と

な
る
な
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問
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あ
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ま
す
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で
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と
定
め
、
出
来
る
だ
け
使

用
期
間
を
短
か
く
す
る
よ
う
県
民

に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
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レ
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性
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ま

し
た
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ス
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イ
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自
粛
に
版
、
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カ
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だ
さ
い
の

▼
十
月
の
で
き
ご
と
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日
　
第
6
回
町
民
駅
伝
大
会

　
　
　
第
3
回
健
康
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
キ
ノ
コ
狩
り
大
会

12

日
　
兎
口
露
天
風
呂
オ
ー
プ
ン

ー4

日
　
行
政
相
談
（
松
口
）

15

日
　
　
〃
　
　
（
天
水
越
）

　
　
　
東
北
、
電
力
一
日
営
業
所

16

日
　
消
防
分
団
長
会
議

17

日
　
郡
美
術
展
（
大
島
村
で
1
9

　
　
　
日
ま
で
）

▼
＋
一
月
の
予
定

21日日74日日228
日日

おのづかさとしくん

◎
・⑫
おのづかちほさん

　　　　触
懸　　轡1、

　　旛蟹轟

鴇卜矯
　　　　！
　　ぽくの好きなくだもの

　わたしの好きなくだもの

　
　
でハ

おのづかゆうやくん
ぽくはスイカが大好きです

262524　22　20　19　18
日　日　日　日　日　日　日

3028
日　日

大
厳
寺
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コ
狩
り

出
稼
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坂
口
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碑
除
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式

農
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物
損
害
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会

松
之
山
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評
会

第
⊥
パ
回
農
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代
行
道
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東
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倉
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越
線
竣
工
式

ス
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ー
場
運
営
委
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会

農
業
委
員
会
総
会

29
日

町
立
三
省
小
学
校
閉
校
式

浦
田
中
学
校
四
十
周
年
記

念
事
業
　
　
・

町
婦
人
、
、
ハ
レ
ー
、
ボ
ー
ル
大
会

町
立
松
之
山
小
学
校
校
舎

竣
工
式

町
青
年
、
、
ハ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

浦
田
ふ
る
さ
と
初
雪
塾

（
2
3
日
ま
で
）

ピ
ン
ポ
ン
大
会

　
役
場
の
窓
か
ら
見
え
る
囲
り
の

山
々
も
し
だ
い
に
色
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づ
き
始
め
、

初
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も
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も
う
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そ
こ
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来
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ま
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シ
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七
日
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松
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山
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。
こ
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見
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校
で
、
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の
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校
で
学
べ

る
児
童
は
幸
福
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
寒
く
な
る
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か
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す
。
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ゼ
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に
。

広
報
ま
つ
の
や
ま
87
年
1
1
月
号
□
毎
月
－
回
－
o
日
発
行

口
発
行
／
松
之
山
町
燈
㈲
3
1
3
1
　
　
□
編
集
／
議
会
事
務
局

広報

『
『


